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1 はじめに 
マンガは近年、日本を代表するポップカルチャの一つとして広く認知されるに至った。
しかし 1990年代までは、マンガはサブカルチャとして認識されていた。そのため、マンガ
を収集の対象とした図書館、博物館等は少なかった。90年代後半から 2000年代に入り、広
島市まんが図書館（1997 年開館）、京都国際マンガミュージアム（2006 年開館）に代表さ
れるマンガを主要なコレクションとして収集する機関（ライブラリと呼ぶ）が増えてきた。
更に、2009 年から行われている文化庁のメディア芸術デジタルアーカイブ事業では、マン
ガを含め、様々な日本のメディア芸術作品の情報の収集作業が進められている。また、海
外においても、アメリカのオハイオ州立大学図書館（1999 年から所蔵開始）と台湾の臺北
市立図書館中崙分館（1998年から所蔵開始）等のマンガを収集するライブラリが存在する[1] 。 
このようなライブラリでは、ユーザが容易にマンガ資料を利用するために、各自で所蔵
しているマンガ雑誌と単行本の書誌データを提供している。しかし、このマンガの書誌デ
ータはユーザのマンガの認知と探索行為を満足させることができない。何故なら、マンガ
を認知及び探索する際のユーザの着眼単位とマンガ書誌データの記述単位は異なっている
からである。マンガは絵やコマ割り、ページの連続によって、一つ又は複数の連続のスト
ーリーを表すものである。それにより、マンガは雑誌に連載、又は単行本として出版され
る際、幾つかの話又は本に区切られて出版される場合や、幾つかの他のマンガと合わせて
個別の書籍として出版される場合が一般的である。簡単に言えば、マンガ作品という知的
実体の単位は書籍の記載単位と異なるものである。そのため、ユーザにとって、マンガ又
はその中のストーリーは個別の書籍ではなく、それらの書籍を集約することによって表現
される知的実体、又は個別の書籍の内容の一部によって表現される知的実体である。この
ような認識は、ユーザの日常的なマンガの認知と探索行為の中で常に行われている。 
国際図書館連盟（IFLA）が提唱する、書誌レコードの機能要件（Functional Requirements for 
Bibliographic Records, FRBR）[4] では、こうした知的実体を Work（著作）と定義している。
FRBR は書誌データの利用者の関心の対象として、知的・芸術的活動の成果に関する実体
Work 、Expression（表現形）、Manifestation（体現形）、Item（個別資料）を第 1 グルー
プと階層的に定義している。FRBR の第 1 グループはユーザがある特定の資料を探すプロ
セスを想定して提案されたものである。そのプロセスでは、ユーザは一つの Workから、そ
の Work の特定の言語表現である Expression を見つけ、また新書版などの異なる
Manifestation を発見し、最終的にライブラリが所蔵している Item に辿り着くという手順
を想定している。このような FRBR が表現する構造に基づいたマンガの情報を提供するこ
とによって、ユーザがより簡単に目的のマンガを探索できると考えられる。 
そこで本研究は、ユーザの認知に則したマンガの探索行為を支援するため、FRBR第 1 グ
ループを基にしたマンガ書誌に特化したモデルを提案し、マンガ書誌データからモデルに
沿った実体の同定と実体間の関係の発見を目指す。 
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Hickey[5] は、図書館の所蔵資料においてこのような知的実体を同定する際に、典拠デー
タから抽出したタイトルと著者名を利用することが有効であることを示した。しかし、図
書館にとってマンガは新しいコレクションであるため、マンガ書誌データに含む典拠デー
タは整備されていない。その一方で、Web 上には出版社や著者が公開しているマンガの公
式Webサイトやファンが作成した非公式のWebサイトなどに代表されるマンガに関する情
報が数多く存在している。また、Wikipedia[14] にも多くのマンガ作品についての情報が記
述されている。更に、こうした Wikipedia のような Web上のリソースを外部から再利用しや
すい形で提供する Linked Open Data（LOD）[16] として公開する DBpedia[15] と日本語
Wikipediaオントロジー[17] のようなリソースも存在している。本研究では、このようなLOD
リソースを利用し、マンガの書誌データから FRBR 第 1 グループ実体の同定と実体間関係
の発見識別する手法を提案する。手法の検証に当たっては、京都国際マンガミュージアム
から提供された同館の所蔵マンガの書誌データに提案手法を適用し、実験を行った。 
以下、2章ではマンガのメタデータについて説明する。3章では、本研究が提案した、FRBR
の視点に基づくマンガ書誌データのモデルの定義を説明する。4章では、本研究の提案手法
について述べる。5章では、京都国際マンガミュージアムの書誌データを利用した同定実験
を紹介する。6章では、実験により発見した幾つかの課題を検討する。7章では、本研究の
まとめを述べる。 
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2 マンガのメタデータ 
 本章では、既存のマンガのメタデータについて紹介し、それぞれをアクセス及び利用す
る際の問題点について議論し、本研究の意義を論じる。 
 
2.1 マンガの書誌データ 
図書館情報学用語辞典（第 2 版）[26] によると、書誌とは二次資料の一種で、文献リス
ト、文献目録とも言う。そして、書誌データとは、書誌あるいは書誌データベースにおい
て 1 点ごとの資料を識別同定するために記述するのに必要なデータである。ライブラリで
はユーザの利便性を図るため、OPAC（オンライン蔵書目録）用データベースでは、ユーザ
の利便性を図るため、典拠コントロールや分類等の方法を利用し書誌データの維持管理を
行っている。典拠コントロールとは、書誌の記録の標目となる個人名、団体名、同一タイ
トル、シリーズ名、件名等の典拠形を定め、それらが一貫して使用されるよう維持管理す
ることである。そして、それらの典拠形を記録するためのデータが典拠データである。 
紙媒体のマンガの場合、書誌データとは 1 点ごとの単行本及び雑誌各巻の情報とも言え
る。現在では、各ライブラリにおいて、マンガ書籍の収集はまだ途上にあり、マンガ書誌
データの仕ようは十分に定められていない。そのため現在マンガ書誌データ及びその典拠
データの完成度は高いとはいえない。 
マンガを所蔵するライブラリの多くは、寄付や贈与によってマンガ書籍を収集している
ため、所蔵されるマンガの書籍は網羅的ではない。例えば、あるマンガ作品の全巻の内の
幾つかの巻が所蔵されずの状態になっていることが存在している。そのため、作成した書
誌データも網羅的ではない。また、既存既製の蔵書目録（機械可読目録：MARC）が少な
いため、書誌データの入力の多くはアウトソーシングのシステム会社が提供する蔵書管理
システムに依存することが主流になっている。そのため、各ライブラリが維持管理するマ
ンガ書誌データの記述基準と記述内容は様々である。 
OPAC システムを閲覧したところ、殆どのライブラリでは、雑誌以外のマンガ書籍を単
行本単位で扱っていると分かった（図 1）。他方、広島市まんが図書館と台湾の臺北市立圖
書館中崙分館のように、マンガをタイトル単位で検索出来る OPAC システムを提供するラ
イブラリも存在している。図 3は広島市まんが図書館の OPACシステム[24] による「ジョ
ジョの奇妙な冒険」[21] の検索結果を示す。また、図 3で示すよう、広島市まんが図書館
の OPACのでは、「ジョジョの奇妙な冒険」というタイトルを持つ単行本の一覧を表示可能
である。作品単位での書誌の管理を指向している。しかし、図 2で示すように、「ジョジョ
の奇妙な冒険」、その第 6部「ストーンオーシャン」と第 8部「ジョジョリオン」はそれぞ
れ別作品として表示される。この点から、広島市まんが図書館の OPAC の場合、マンガ書
籍はタイトルの文字列が一致する単位で管理されていると考えられ、作品単位の情報とし
ては不十分である。故に、現在では 1 章で述べた本研究の目的であるマンガの探索に適し
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た広く一般に利用される標準となる書誌データは現実のライブラリサービスの上では存在
しないと言える。 
 
図 1 京都国際マンガミュージアムの OPACの「ジョジョの奇妙な冒険」の検索結果[25]  
 
図 2 広島市まんが図書館の OPACの「ジョジョの奇妙な冒険」の検索結果 
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図 3 広島市まんが図書館の OPACにより表示した 
マンガ「ジョジョの奇妙な冒険」の詳細ページ 
 
また、日本では、国立国会図書館法（昭和 23 年法律第 5 号）により、「納本制度」が存
在している。「納本制度」とは、図書等の出版物をその国の責任ある公的機関に納入するこ
とを発行者等に義務づける制度のことである [11] 。日本では、発行されたすべての出版物
を国立国会図書館（NDL）に納入することが義務づけられている。そのため現時点で一番
充実したマンガの書誌データを維持管理しているのは NDL である。また、NDL が提供す
る典拠データ（NDLA）に著者人名典拠が含まれており、マンガ家に関する典拠も用意され
ている。しかし、NDLが収集する書籍は日本で正式に出版されたもののみであるため、二
次創作のマンガ書籍や海外で出版されたマンガ書籍の収集に関しては充分でないことが問
題となっている。また、ユーザの利便性を図るため、マンガ書籍の特徴を考慮した書誌デ
ータの記述が求められる。 
このように、ユーザがマンガ書籍を探索する際の支援として、各ライブラリはマンガの
書誌データを提供している。しかし、その書誌データの完成度はマンガ以外の書籍の書誌
データより低いとも言える。また、ライブラリが提供している書誌データの記述単位は書
籍であるのに対して、ユーザのマンガの認知と探索の際に着眼する単位がマンガ作品とい
う知的実体の単位であり、この両者は異なっている。 
8 
 
以上から、既存のマンガ書誌データはユーザがマンガを認知と探索する行為を満足させ
ることができないと言える。 
 
2.2 マンガに関する Web上の情報資源 
マンガはポップカルチャであるため、Web 上には多くのマンガの情報が存在している。
例えば、著者や出版社等が作るマンガ作品の公式サイトでは、著者、ストーリーの概要や
出版された書籍のリスト及びそれらの出版情報を公開している。また、マンガ家の公式サ
イトでは、著書リストや出版情報を公開している。最近では、ファンが作った非公式サイ
トなども良く見られる。非公式サイトでは、公式サイトより内容に関する細かい情報、例
えば各話の概要や自分の感想、またはキャラクタ同士の関係等の情報が記載されている。
しかし、これらのサイトは一箇所にまとまらず、Web ページの構造も様々である。特に非
公式サイトの場合、情報の質や信頼性は高いとは言えない。 
一方で、Wikipediaを始めとして多数の参加者の共同作業で作り上げるオンライン事典が
ある。中でも、様々なマンガの情報を専らに記述するオンライン事典として、ピクシブ百
科事典（Pixpedia）[18] 、ニコニコ大百科[19] が存在する。ピクシブ百科事典（図 4）で
は、ユーザはイラストの投稿に特化したソーシャルネットワーキングサービス（SNS）Pixiv
に投稿されたイラストのタグの解釈を記述及び編集することが出来る。ニコニコ大百科（図 
5）では、ユーザ達はニコニコ動画という動画共有サービスに投稿された動画のタグの解釈
を記述及び編集することが出来る。このようなユーザベースで作成されたオンライン事典
では、ユーザがマンガを認知し、探索する際に着眼する実体単位に関する情報も多く含む
傾向がある。しかし、ピクシブ百科事典は Pixiv本体に存在しないタグやイラストの解釈を
記述できないという問題があり、ニコニコ大百科は記述ルールが緩く、主観的な評価や意
見が混じっており、情報の信頼性が高くないという問題がある。 
その点からすると、Wikipedia には出典明記や中立的な観点などの記述ルール[12] に基
づく記述がなされるため、比較的信頼性の高い情報を提供していると言える。また、Wikipedia
は幅広い分野の情報を持ち、そこには多くのマンガについての情報も含まれている。更に、
Wikipediaでは、マンガ作品毎に一つの記事で記述する場合多いため、ユーザの着眼単位で
の情報の抽出が容易である。また、近年では、DBpedia や日本語 Wikipedia オントロジー
のようなWikipediaから情報を抽出して Linked Open Data (LOD)として公開するプロジ
ェクトがある。LODは、Webの技術を利用して、計算機が処理しやすい形式で情報を共有
したり、相互につなげたりすることによって、Web 上に巨大な知識データベースを形成す
る取り組みである。このため、Wikipediaのような有用なリソースの内容を機械的に処理し
やすい形式で提供し、それらの上に価値を付加して作る新しいサービスを提供できるよう
になる。しかし、Wikipediaは全てのマンガの情報を網羅している訳ではないため、ユーザ
が求めるマンガの情報が必ず Wikipedia で発見出来るとは限らない。また、多くのユーザ
の書き込みによって構成されるため、Wikipediaのようなオンライン百科事典の共通点とし
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て、記事ごとに記述の文脈や文書の構造等は異なっており、個々の記事が持っている情報
の質は異なっているという問題が存在している。 
 
図 4 ピクシブ百科事典のマンガ「ジョジョの奇妙な冒険」の記事 
 
 
図 5 ニコニコ大百科のマンガ「ジョジョの奇妙な冒険」の記事 
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このように、現在 Web 上には、Wikipedia のようなユーザがマンガを認知と探索する際
に着眼する実体単位に関する情報を多く含まれるオンライン百科事典が存在している。し
かし、それらの情報が統制されていないため、Wikipedia の情報はユーザがマンガを認知・
探索する際の標準として使うことが出来ないと考えられる。故に、マンガを認知・探索す
る際の標準及びその標準に沿った情報の作成が求められている。 
 
2.3 ユーザの着眼単位に則した書誌データの自動生成とそれを利用したマンガ探索 
 1章及び 2.1章で述べたように、ライブラリが提供するマンガ書誌データの記述単位とユ
ーザがマンガを認知と探索する際の着眼単位が異なっている。本研究では、ユーザの着眼
単位で構成されるマンガ書誌データ、即ち知的実体としてのマンガ作品を中心とする書誌
データの作成を目指すこととした。 
しかし、ユーザが着眼するマンガ作品という単位の定義は明確ではない。その一方で、
出版社がマンガを物理的な書籍として出版する際に、マンガをユーザの需要というセマン
ティクスに基づいて出版する傾向が見られる。このセマンティクスは、本研究が目指す知
的実体としてのマンガ作品の書誌データの記述単位、即ちユーザがマンガを識別・探索す
る際の着眼単位と高い一致性を持つと考えられる。 
 
図 6 マンガ作品とその物理的な出版物（「ジョジョの奇妙な冒険」を例として） 
 
図 6 は「ジョジョの奇妙な冒険」を例として、マンガ作品とその物理的な出版物を示し
ている。図 6 では、「ジョジョの奇妙な冒険」は単行本グループ A として出版された。ま
た、「ジョジョの奇妙な冒険」の第一部「ファントムブラッド」と第二部の「戦闘潮流」は
それぞれ単行本グループ Bと単行本グループ Cとして出版された。更に、「ジョジョの奇妙
な冒険」は一話毎に「週刊少年ジャンプ」で掲載されている。この例から、ユーザがマン
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ガを識別・探索の際の着眼単位は以下のようになると考えられる。 
 
 マンガ作品全体 
 マンガ作品中の個々のストーリー 
 雑誌や傑作集のような、複数の同じ特徴を持つマンガ又はそれらの一部を掲載する
書籍。 
  
本研究は、上述のマンガ作品単位で記述された情報を中心とした書誌データを作成し、
その作品単位のデータからライブラリの所蔵資料に辿ることが可能な構造を持つ書誌デー
タの作成を目指している。 
ユーザがマンガを探す際に主に 2 つの場合があると考えられる。それらは、明確な目標
を持ち特定のマンガを検索する場合と、明確な目標となるマンガは無く興味を持つことの
できるマンガを探索する場合である。本研究が目指す書誌データの作成によって、これら
の場合の探索を容易に実現することが出来る。まず、ユーザは特定のマンガを検索する場
合に、既存の書誌データと違いユーザの着眼単位で検索結果を提示することが出来るため、
より容易に目的のマンガを見つけられると考えられる。その一方で、マンガ作品単位で書
誌データを記述するため、マンガ作品の属性であるマンガの主題や内容や舞台等の情報を
書誌データに加えることが出来る。こうした情報は、ユーザの目標が明確ではなく、何ら
かの関心を持たせるマンガを探索する際に、ある未知のマンガが自分の関心と合うかどう
かを判断するための手がかりとなると考えられる。 
また、このような書誌データを含むメタデータの作成は主に人手による作成と機械によ
る自動生成という 2 つの方法があるが、人手によるメタデータの作成はコストが高く、長
時間に渡る作業である。それに対し、既存のデータや情報を利用し、メタデータを自動生
成することで、作成のコストや作業時間を減らすことができる。本研究の場合、2.1章で述
べたように現状からするとマンガ書誌データでは機械的にマンガ作品データを作成するた
めの情報が少ない。そのため、本研究は 2.2 章で説明した Web 上の百科事典やその LOD
リソースからマンガ作品データを作成するための情報を取得し、マンガ作品データの自動
生成に利用することを提案する。本提案手法により、コストや時間を節約しながら、ユー
ザの認知する単位に則したマンガ作品の書誌データを作成することが可能である。 
このように、本研究が目指すマンガ書誌データはユーザのマンガの認知・探索を支援出
来るものである。また、その書誌データは自動作成により作成することが出来る。 
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3 FRBRの視点に基づくマンガ書誌データのモデル 
 2章で述べたように、本研究はマンガの書誌データからユーザの認識に適した知的実体を
抽出することを目的としている。そのため、ユーザのマンガの認知・探索行為に応じた知
的実体の定義を議論する必要がある。本章では既存のマンガメタデータモデルを説明し、
本研究が提案したマンガ書誌データのモデルについて述べる。 
 
3.1  マンガメタデータフレームワーク（Manga Metadata Framework, MMF） 
 近年では、マンガ書誌データを含む Web におけるマンガの発見やアクセス、再利用のた
めのメタデータに関する議論が進められている。 
 
図 7 メタデータフレームワーク(MMF)の全体構造 
 
Morozumi[7] は、その基礎的な要求要件を 
1. マンガはその表現やストーリー構造に現れる様々な粒度で記述されることが可能であ
るべき 
2. 知的実体としてのマンガと出版された具体物としてのマンガとの差異は明確にされる
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べき 
3. 主要人物や動作主体、コンセプトなどのマンガに登場する知的実体はマンガメタデー
タとしてのオントロジー基盤を利用することで適切に識別、記述されるべき 
としている[13] 。 
そして、Morozumi は前述の要求要件について書誌記述、構造記述、オントロジー記述
という 3つの記述の側面が存在すると考え、それぞれ「書誌レコードの機能要件（FRBR）」
「TV-Anytime」「知的実体を示す辞書項目」を基にメタデータフレームワーク（MMF）を
提案している（図 7）。その中で、マンガに関する書誌を記述するための FRBR に基づい
たモデルを提案した。MMFは書誌レコードの記述対象となるストーリーの構造を title、story、
episode という 3つの実体とその関係によって定義した。この 3つの実体は 1対多の関係、
即ち 1つの title は複数の story から成り、1つの story は複数の episode から成るという
関係を持つ。更にMMF はストーリーの構造を示す実体それぞれが、後述する FRBR の第
一グループに対応する実体を定義している。 
MMFで定義した書誌記述の実体単位は、1章で述べたユーザがマンガを認知・探索する
際の着眼単位と一致している。本研究は書誌データの記述対象は個別資料レベルの書籍で
あることを考慮し、書誌データからユーザがマンガを認知・探索する際に必要な知的実体
を抽出するために、MMFの書誌記述モデルを基に、更に具体的なモデルを提案する。先に
述べたように MMF の書誌記述は FRBR に基づいており、従って本研究で提案する書誌デ
ータモデルも FRBRに基づくものである。次節では、FRBRについて述べる。 
 
3.2 FRBR 
3.1節で述べたように、MMF の一部として FRBR に基づいたマンガに関する書誌を記述
するためのモデルを提案した。FRBRは IFLAにより 2008年に提案されものである。FRBR
は書誌データの利用者の関心の対象として、知的・芸術的活動の成果に関する実体の集合
を第 1 グループとして階層的に定義している（図 8） 
Workは個別の知的・芸術的創造を指し、第 1グループの中の最も抽象レベルの高い実体
である。更に、FRBR では、Work の内容を表現する知的・芸術的実現を指す実体、及び
その実体の物理的な形態を指す実体をそれぞれ Expression（表現形）、Manifestation（体
現形）と定義している。また、Manifestationの単一の例示となる実体、即ちライブラリの
所蔵物を Item（個別資料）と定義している。Itemは第 1グループの中の最も具体性を持つ
実体である。 
また、FRBR は一つの Work のインスタンスが更に幾つかの Work インスタンスによっ
て構成されることが可能であると指摘している。こういった Workのインスタンスは、集合
的実体、または構成的実体であると定義されている。 
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図 8 FRBRの第 1グループ 
 
本研究ではストーリー性を持つマンガ、即ちストーリーマンガを研究対象とする。スト
ーリーマンガの場合、一つのマンガが連続性のある複数のストーリーから構成されること
も少なくない。例えば、「ONE PIECE」[20] というマンガのように、ストーリー毎に異な
る舞台が設定されて、新たなキャラクタが登場することが多く見られるものがある。一方、
「ジョジョの奇妙な冒険」のように、ストーリー毎にメインキャラクタが変更される場合
もある。一般的に、ストーリーを構成する重要な要素として背景（舞台）、人物（キャラク
タ）、事件（出来事）が挙げられる。そのため、ストーリー性を持つ Work は、この三要素
が実体毎に異なる可能性が高いと考えられる。「ONE PIECE」や「ジョジョの奇妙な冒険」
のように、作品内に異なる舞台や、異なるキャラクタが登場する部分等があれば、このマ
ンガ作品は異なる複数のストーリーから成ると理解出来る。このようなストーリーもマン
ガ作品全体と同ように、ユーザがマンガを認知探索する際に、重要な知的実体（Work）と
して認識される。そして、このようなマンガ作品全体とマンガ作品を構成するストーリー
は、FRBR の構成的（集合的）実体の定義と合致していると考えられる。 
 更に、FRBR の第 1 グループはユーザがある特定の資料を探すプロセスを想定して提案
されたものである。このプロセスでは、ユーザは一つのWorkから、その Workの特定の言
語表現である Expressionを見つけ、また新書版などの異なる Manifestationを発見し、最
終的にライブラリが所蔵している Itemに辿り着くという手順を想定している。故に、それ
らの実体を参照可能なマンガの情報を提供することによって、ユーザがより簡単に目的の
マンガを探索できると考えられる。 
このように、FRBRの第 1グループの実体関係構造はマンガの知的実体の構造と合致して
いる。本研究では、ユーザのマンガの認知・探索行為を支援するため、マンガ書誌データ
から FRBR 第 1 グループ実体の同定と実体間関係の発見識別することが有効であるとの前
提に立ち、書誌データからマンガの Work の実体を同定し、さらにその実体と書誌データが
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表す実体を結び付けることを目指す。FRBRが、図書等の知的生産物を一般化して表現する
ために提案された抽象的な概念モデルのため、本研究は FRBR を基にマンガに特化した具
体的なモデルを提案し、それに基づく実体の同定を行う。 
 
3.3 FRBRの第 1グループの実体関係構造に基づくマンガの書誌データモデル 
本研究では、書誌データの記述対象は個別資料レベルの書籍であることを考慮し、書誌
データからユーザがマンガを認知・探索する際に必要な知的実体を抽出するために、MMF
と FRBR を基に、2.3 節で述べたマンガ作品単位を図 9 に示すようなマンガ書誌のための
モデルを提案する。 
 
図 9 FRBRの視点に基づくマンガ書誌データのモデル 
 
図 9の縦方向の矢印はそれぞれFRBR の第1 グループに基づく階層構造を示している。
そして、本モデルのWorkの階層内では、一般的なマンガの実体として、個別のマンガ作品、
あるマンガの一部となっている個別のストーリー、及び複数のマンガを集めて 1 つにまと
めた作品集合の 3 種類の実体を定義している。本モデルでは、これらの実体をそれぞれ、
manga-title、story 及び manga-compilation と定義した。それらの定義は以下のようにな
る。 
 
 manga-title実体: manga-title実体は独立なタイトルを持ち、個別の著者または著者グ
ループによって創作される単一の Work 実体または Work 実体の集合である。例えば、
マンガの「ジョジョの奇妙な冒険」が例として挙げられる。 
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 story実体: story実体はmanga-title実体を構成する個別のまとまりであると定義する。
同じmanga-title 実体を構成するstory実体はお互いに共通するメインタイトルを持ち
ながら、それぞれ独立なタイトル（ストーリータイトル）を持っている。また、manga-title
実体 の中に story実体という区切りが存在しない場合もある。例えば、「ジョジョの奇
妙な冒険」の第 1部の「ファントムブラッド」が例として挙げられる。 
 manga-compilation実体: manga-compilation実体は、マンガ雑誌や作品集のように編
集によって製作される複数のマンガの集合を表す実体である。例えば、マンガ雑誌の
「週刊少年ジャンプ」が例として挙げられる。 
  
FRBRを基に、本モデルの Expressionと Manifestationの階層内でこれらの 3つの実体
の Expression 実体、及び Manifestation 実体を定義している。更に、Manifestation の階
層内では、manga-title 実体、story 実体 と manga-compilation 実体の他に、単行本（冊
子）のクラスである volume 実体を定義した。また、Itemの階層内では、書誌データに記
述されている個別資料を表す実体 a volumeが存在する。 
各階層間では FRBR の第 1 グループの実体間の関係を継承する。個別の著作実体は一つ
以上の表現形によって表現されることを示す「is realized through」の関係、個別の表現形
実体は一つまたは複数の体現形によって具体化されることを示す「is embodied in」の関係、
個別の体現形は一つ又は複数の個別資料によって例示されることを示す「is exemplified by」
をそれぞれ持つ。 
そして、図 9 の縦方向以外の矢印は各階層内における manga-title 実体、story 実体、
manga-compilation実体間の関係を示している。著作と表現形の階層内では、story実体が
manga-title実体の一部であることを示す「is part of」という関係、及びmanga-title実体
はmanga-compilation実体に連載されている「is carried in」という関係が存在している。
体現形の階層内では、「 is part of」以外に、manga-title 実体と story 実体と
manga-compilation実体がそれぞれ幾つかのvolume実体に区切られて出版されるという関
係、及び一つの volume実体の中に幾つかの story実体又はmanga-title実体が存在すると
いう関係を表す「is contained in」が存在する。また、「is contained in」は多対多の関係
である。 
更に、図 9 では示していないが、本モデルの Work 階層内では、同じクラスに属するイ
ンスタンスの間に関係が存在していると定義する。まず、story実体のクラスに属するイン
スタンスの間には、順次的な関係、即ちある storyインスタンスは続きの storyインスタン
スを持つという関係が存在している。本モデルでは、この関係を FRBR のプロパティであ
る「has a successor (work) (from work)」[27] で表す。また、manga-title実体のクラスに
属するインスタンスの間は、お互いのスピンオフ作品であるという関係を「is a spin-off manga 
work of」と定義している。本研究では、スピンオフ作品とは、既存の作品（本編）から派
生した別作品である。スピンオフ作品は必ず本編と異なるタイトルを持つ。また、別著者
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により創作される可能性がある。しかし、続編のように、ストーリーの構造上にその既存
作品と厳密な順次関係を持つものは該当しない。 
次章では、図 9 のように定義した本研究が目指すマンガ作品単位を中心とした書誌デー
タのモデルに従った実体及び実体間の関係を同定・発見する手法について述べる。 
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4 マンガ書誌データからのFRBR第1グループ実体と関係の同定と
発見の手法 
4.1 同定手法の概要 
書誌データからの FRBR第 1グループ実体と実体間関係の同定と発見、即ち FRBR化に
ついては、人手による作業のコストが高いため、機械的に FRBR 化する取り組みが行われ
ている。Hickey の研究では、MARC のような特定の構造に従って作成された目録レコー
ドの典拠データから抽出された著者とタイトルの組合せがWorkを同定するための有効なキ
ーとして利用できるとしている。外部リソースを利用してデータを FRBR 化する研究に関
しては、Takhirov [6]と Duchateau [7]が Linked Open Data（LOD）を利用して、Amazon 
のデータを FRBR化する研究を行った。この研究は、LOD リソースから FRBR 化に必要
な情報を取得するために、Workの属性である著者、タイトル及びリソースタイプを利用す
ることが有効であることを示した。 
また、書誌データから集合的（構成的）な Work を同定する研究として、谷口の研究[8]
が挙げられる。谷口は著者とタイトルの組合せは有効な同定キーであるという原則に基づ
いて、JAPAN/MARC の階層構造を利用し、個々の階層から著者標目、責任表示、記述タ
イトル、タイトル標目を抽出した。そして、それぞれの階層レベルで同定キーを生成する
ことで集合的（構成的）な Workを同定することができることを示した。 
しかし、2.1節で述べたように、マンガはライブラリにとって新しい種類の所蔵資料であ
るため、本研究の研究対象であるマンガの書誌データは一般書籍の書誌データより完成度
が低く、質の高い典拠レコードも少ない。故に、既存のマンガ書誌データから 3 章で定義
したような実体及び実体関係を抽出することは難しい。そのため、本研究はHickey、Takhirov、
Duchateau の研究結果を踏まえ、DBpedia のようなリソースを利用し、マンガの書誌デー
タから FRBR第 1グループ実体の同定と実体間関係の発見と識別する手法を提案する。 
提案手法のプロセスを図 10に示す。また、各ステップの概要は以下になる。 
 
1) マンガ書誌データ中のリソースと対応するLODリソースの同一性判定を行う。つまり、
FRBR第 1グループ実体と実体関係の同定・発見を行う前に、書誌データ中のマンガ作
品についての記述を持つ LODリソースを発見し、その URIを取得する。 
2) Work 実体の同定を行う。ステップ 1 で発見した LOD リソースを利用し、書誌データ
から Manifestation 階層実体を抽出し、更に Expression 階層実体を作成し、Work 階層実
体を同定する。また、各実体を同定するために必要な情報が異なるため、このステッ
プでは、Manga-titleの Work 実体の同定、Storyの Work実体の同定、Manga-compilation
の Work実体の同定に分けて行う必要がある。 
3) 同定された Work インスタンス間の関係の発見を行う。このステップでは、ステップ 2
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で同定できたWork階層の各クラスのインスタンス間の関係を発見することを目的とす
る。また、図 9示した全ての関係の内、「is part of」関係、「is contained in」関係、
FRBR第 1グループの各関係、更に「has a successor (work) (from work)」はステップ 2
の実体の同定とともに発見することが出来る。 
 
図 10 マンガ書誌データからの 
FRBR第 1グループ実体と実体間関係の同定・発見のプロセス 
 
2.1節で述べたように、ライブラリが維持管理するマンガ書誌データのモデルと記述内容
は様々である。そのため、提案手法に基づく同定作業を行う前に、対象となるマンガ書誌
データにおいて、実体及び実体関係の同定と発見のために必要な情報がどのように存在す
るかについて調べることが必要である。その調査により、どの情報を LODリソースから取
得すべきかを明らかにすることができる。そして、ステップ 2 と 3 の実体と実体関係の同
定と発見に利用する主な情報は以下の通りである。 
 
 volume実体の同定：タイトル、巻号、叢書名、出版社、著者 
 manga-title、story、manga-compilation の各階層の実体の同定について 
Manifestation 階層実体の同定：タイトル、著者、出版社、叢書名（story 実体の
Manifestationの場合、ストーリータイトルとストーリーの区切り情報が必要になる。） 
Expression階層実体の同定：タイトル（ストーリータイトル）、言語コード、著者、翻
訳者 
Work階層実体の同定：タイトル（ストーリータイトル）、タイトルの対訳情報、著者 
 実体関係について（実体同定とともに発見できる関係を除いて） 
「is carried in」関係の発見：あるマンガは某雑誌又は某作品集に掲載するという情報 
「is a spin-off manga work of」関係の発見：あるマンガは別のマンガのスピンオフ作
品という情報 
 
 また、本研究では、3章のモデルで示したような複雑な実体及び実体関係を表現するため、
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Resource Description Framework(RDF)[10] のグラフ構造でデータ記述する。 
 
4.2 同定プロセスの各ステップにおける処理 
2.1節で述べたように、マンガの書誌典拠レコードの現状ではタイトルと件名典拠が欠け
ている状況である。また、書誌データは物理的な書誌に対する記述である。そのため、4.1
節で述べた実体と実体関連の同定・発見に必要な情報の中で、既存のマンガ書誌データの
記述が曖昧で欠けているものがある。それは、タイトルの対訳情報、story実体の同定に必
要な情報、及び「is carried in」関係と「is a spin-off manga work of」関係の発見に必要
な情報である。そのため、本節はこの推測を踏まえて、提案手法の各ステップにおける具
体的な処理について説明する。また、本提案手法では LODリソースとして DBpediaの日本
語版である DBpedia Japaneseを利用した。 
以下、4.2.1 節ではステップ 1 について説明する。4.2.2、4.2.3 及び 4.2.4 節では、ステッ
プ 2の詳細について述べる。4.2.5 節はステップ 3を説明する。 
 
4.2.1 マンガ書誌データ中のリソースと LODリソースの同一性判定 
ステップ 2は、マンガ書誌データから FRBR第 1グループ実体と実体関係の同定・発見
を行う前に、書誌データ中のマンガ作品についての記述を持つ LODリソースを発見し、そ
の URIを取得するステップである。 
マンガ書誌データから FRBR 第 1 グループ実体と実体関係の同定・発見するため、書誌
データにあるマンガの情報を LOD リソースから取得することが必要である。しかし、2.2
節で述べたように、Wikipediaや DBpediaのような Webリソースは元々様々な人によって作
り上げたものである。それに比べて、書誌データは司書のような図書館の専門職の人によ
って維持管理されたものである。両者に記述されたデータの構造、記述内容及び質は異な
っている。つまり、あるマンガに対して書誌データに記述されたタイトルが、利用する LOD
リソースにあるものと異なる場合や、書誌データにタイトルが存在しても LODリソースに
はタイトルが存在しないマンガがあるといった場合がある可能性が高い。つまり、同定・
発見に必要な情報を LODリソースから取得できない可能性があると考えられる。 
そのため、本手法は有用な情報を LOD リソースから取得しやすくするため、ステップ 1
で同一性判定、即ちマンガ書誌データにあるマンガと対応する LODリソースを発見し、そ
の URIを取得することにした。図 11に、このプロセスを示す。 
 
(A-1). マンガ書誌データからタイトルリストを作成する。タイトルリストは、タイトル毎に
書誌 IDが記述される形式になっている。 
(A-2). LOD リソースからリソースリストを作成する。リソースリストには、リソース毎に
そのラベル及び URI が記述されている。また、Takhirov と Duchateau の研究によ
って、LOD リソースにマンガリソースというタイプが存在する場合、そのタイプを
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利用してリソースを絞るには有効である。 
(A-3). ステップ A-1 で作成したタイトルリストの「タイトル」、とステップ A-2 で作成した
リソースリストの「ラベル」を比較し、同一性判定条件に該当するペアをペアリスト
に登録する。ペアリストには、書誌 IDとリソース URIが記述されている。本研究で
は、この同一性判定の条件として、「タイトル」と「ラベル」の文字列の標準化され
た編集距離（normalized Levenshtein Distance）の値が定値αより小さい時「タイ
トル」と「ラベル」が表すものは同じマンガであることと判定する。編集距離（Levenshtein 
Distance）とは、文字の挿入や削除、置換によって一つの文字列を別の文字列に変形
するのに必要な手順の最小回数である。そして、標準化された編集距離とは、編集距
離と長い方の文字列の文字数の商である。この判定条件により、「タイトル」と「ラ
ベル」の部分一致が可能となり、同じマンガに対して書誌データと LOD リソースの
表記揺れが存在する場合でも同一性判定の失敗はある程度回避できると考えられる。
また、ここでの定値αの値は対象となる書誌データと利用する LOD リソースによっ
て変化する可能性がある。本研究の場合、実験と人手チェックにより京都国際マンガ
ミュージアムの書誌データとDBpediaのリソースの同一性判定条件のαを 0.15とし
た。その詳細に関しては 5章により述べる。 
 
 
図 11 マンガ書誌データ中のリソースと LODリソースの同一性判定手法 
 
4.2.2 Manga-titleの Work実体の同定 
4.1 節で述べたステップ 2 はステップ 1 で発見した LOD リソースを利用し、書誌データ
から Manifestation 階層実体を抽出し、更に Expression 階層実体を作成し、Work 階層実体を
同定するステップである。また、manga-title の Work 実体、story の Work 実体の同定、
manga-compilation の Work実体を同定する方法はそれぞれ異なる。本節では、manga-titleの
Work実体の同定について詳細を述べる。 
4.2節の最初で述べたように、同定に必要な情報の中で、既存のマンガ書誌データの記述
が曖昧でまたは書かれていないものは、タイトルの対訳情報、story実体の同定に必要な情
報と推測した。その中でも、タイトルの対訳情報がない場合、manga-title の Expression
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実体から Work実体を同定することができない。 
その解決策として、本研究ではまず書誌データから Manifestationの実体を作成し、その
中の同じ言語コード（i.e.:日本語）をもつ実体から、同じ著者とタイトルを持つ実体同士を
Record-set としてグルーピングする。FRBR 第 1 グループの定義により、Work 実体と
Expression 実体間の関係は 1 対多である。つまり、Record-set は同定の目的である Work
実体が持つ他言語版の Expression 実体を表していると考えられる。また、Work 実体は幾
つかの Record-set（Expression）と関連付けることができる。そのため、本研究は Record-set
毎に Temp-work 実体を作成する。Temp-work 実体とは、仮の Work 実体として同定され
た実体を指す。そして、LOD リソースから他言語のタイトルを取得し、Manifestation 実
体からそのタイトルを持つ実体同士を Record-setにグループし、Temp-work実体との関連
を整理し、目標となるデータを作成する。プロセスの詳細は図 12に示す。 
 
図 12  Manga-titleのWork実体の同定 
 
(B-1). volume実体を作成する。マンガの書誌データからタイトル、巻号、叢書名、出版社、
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著者が同じレコードを一つの volume 実体としてグルーピングし、volume 実体のデ
ータを作成する。図 12 は MV1 、MV2、MV3 及び MV4 が volume 実体として抽
出されることを示している。 
(B-2). manga-title の Manifestation実体を抽出する。B-1で抽出した volume 実体データ
からタイトル、叢書名、出版社、著者が同じものを一つの Manifestation実体として
グルーピングし、manga-title の Manifestation実体を作成する。しかし、ここでは、
タイトルは manga-compilation 実体の特徴を持つ実体を除いてグルーピングする必
要がある。manga-compilation実体の特徴に関しては 4.2.4により説明する。図 12 で
は、MT1 、MT2及び MT3がmanga-title の Manifestation実体として抽出される
ことを示している。 
(B-3). Record-set と Temp-work 実体を作成する。B-2 で抽出した manga-title の
Manifestation実体から、同じ言語コード（lang）を持つ実体を抽出し、Hickeyの研
究を参考にしてそこからタイトルと著者が一致した実体を Record-set としてグルー
ピングする。例えば、図 12では言語コードがともに日本語（ja）となっている MT1
と MT2を Record-setとしてグルーピングされ、そして、Record-setから Temp-work
が作成されることを示している。 
(B-4). 対応する LODリソースから必要な情報を取得する。A-3（4.2節）で作成したペアリ
ストから対応する LOD リソースの URI を取得し、その URI から他言語のタイトル
情報を取得する。 
(B-5). B-2 で抽出した Manifestation 実体のデータから、B-4 で取得した他言語のタイトル
を持つ実体のそれぞれを Record-set（Expression 実体）としてグルーピングし、
Temp-work の実体を Work 実体と確定する。そして、全ての Record-set 即ち
Expression実体と Work実体の関連を作成する。 
 
 また、ステップ B-3～B-5 は、 manga-title の Work 実体を同定する際のみならず、
Manifestation 階層の実体から Expression 階層の実体と Work 階層の実体を作成する際に
も用いることができる。 
 
4.2.3 Storyの Work実体の同定 
本節では、4.1節で述べたステップ 2の一部である storyの Work 実体の同定について詳細
を述べる。また本節で述べた手法はカ[2] を参照している。既存のマンガ書誌データの記述
では、story実体の同定に必要な情報が曖昧でまたは書かれていないこともある。 
He[3] では DBpedia を利用し、マンガ書誌データから Work を抽出する手法を提案し、
実験によって手法の有効性を明らかにした。しかし、実験を通じて、DBpedia はWikipedia
のごく一部の情報（リンク情報）を扱ったものであるため、DBpedia からだけでは断片的
な情報しか得られないことが分かった。とりわけ、マンガ作品中のストーリーの区切りに
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関する情報は殆ど得られなかった。この実験では、書誌データ中の「サブタイトル」とい
う項目をマンガ作品中のストーリーに付けられるタイトル、即ち「ストーリータイトル」
として認識することでマンガ作品中のストーリーを抽出した。しかしながら、書誌データ
中の「サブタイトル」の項目は単行本毎に、すなわち書誌単位で付けられるサブタイトル
が記述されている場合もある。そのため、この「サブタイトル」の項目は、必ずしもマン
ガ作品中のストーリータイトルを示しているとは言えない。結果として、DBpedia と書誌
データを利用したこの実験では、「ストーリー」を上手く抽出できなかった。そのため、こ
こでは Wikipedia の本文データを利用し、マンガ書誌データから story の Work 実体を抽
出する手法を提案した。 
その一方で、3 章で述べたように、マンガ作品中にストーリーの区切りが存在するとき、
ストーリーが幾つかの単行本に分けて出版する場合、と一冊の単行本の中に幾つかのスト
ーリーが存在する場合がある。そのため、Manifestation階層における論理的な実体関連と
しては story 実体と volume 実体の関連は多対多であると定義した。しかし、書誌データ
は書誌単位で記述されている、即ち書誌（単行本）より小さい物理単位（例えば、話数な
どの情報）が記述されていない。そのため、story 実体と volume 実体の関連が多対 1であ
る場合とマンガ作品中にストーリーの区切りが存在しない場合を見分けことは困難であり、
この場合の story実体の同定は困難であると考えられる。故に、本研究の提案手法は、story 
実体と volume実体の関連が 1対多の場合のみを対象とする。そのプロセスは以下のステッ
プになる。また、図 13はそれらを図で示したものである。 
 
図 13  Storyの Work実体の同定 
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(C-1). storyの Manifestation実体を抽出する。B-2（4.2.2節）で抽出したmanga-title の
Manifestation 実体の書誌情報からタイトルと著者名を取得し、それらの情報を含む
Wikipedia の記事を取得する。その記事の本文データから必要な情報を取得し、
manga-title の Manifestation実体の書誌情報の情報と組合せることで、manga-title 
のManifestation実体のデータから storyのManifestation実体を抽出する。図 13 で
は、MS1 が story の Manifestation 実体として抽出された。また、抽出のために必
要な情報として、タイトル、story の Manifestation 実体に関する情報、叢書名、出
版社が挙げられる。ここで、story の Manifestation 実体に関する情報は以下の 3 つ
の要素を含むと考えられる。 
 ストーリータイトル 
 出版情報：出版社又は叢書名などの情報 
 story の物理的な区切り情報：ストーリーの開始と終了の巻号 
図 13 では「ジョジョの奇妙な冒険」の Wikipedia の情報を例として示している。
なお、書誌データは場合によっては、マンガのストーリーの情報が詳しく構造的に記
述されているときもある。一方、Wikipedia の本文データは自然言語による文章で記
述されており、storyのManifestation実体に関する情報の抽出が難しい。そのため、
書誌データによっては、Wikipedia の本文データからより質の高い story の
Manifestation 実体に関する情報を取得できる場合もある。しかし、書誌データの構
造及び記述内容はライブラリ毎に異なり、story の Manifestation 実体に関する情報
を取得する方法は対象となる書誌データ毎に異なると考えられる。本稿では、京都国
際マンガミュージアムの書誌データを用いた事例を 5章で述べる。 
(C-2). Expression 階層及び Work 階層のデータセットを作成する。4.2.3 節で述べた
manga-titleの Work実体を同定するプロセスの B-3から B-4で示した方法を利用し
て、LODリソースから他言語のタイトル情報を取得し、Manifestationの階層のデー
タから Expression階層及び Work階層を作成する。 
 
4.2.4 Manga-compilationの Work実体の同定 
 本節では、4.1節で述べたステップ 2の一部であるmanga-compilationの Work実体の同
定について詳細を述べる。manga-titleの Work実体と同じく、既存のマンガ書誌データに
はタイトルの対訳情報がない場合、manga-compilationの Expression実体から Work実体
を同定することができない。 
 3章では、マンガ雑誌や作品集をmanga-compilation実体の主な例として挙げた。現在、
殆どのライブラリでは、一般書籍と雑誌を分けて管理することが多い。つまり、一般書籍
と雑誌の書誌データも別々の単位で記述されることが多い。一般的に、雑誌はタイトル単
位で管理されており、一般書籍は冊子単位で管理されている。この点では、マンガ書誌デ
ータも同じである。そのため、manga-compilationの Work実体をマンガ雑誌の書誌データ
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と単行本の書誌データという 2種類の書誌データから同定する必要がある。 
 マンガ雑誌の書籍データから同定を行う場合、マンガ雑誌はタイトル単位で管理されて
いるため、タイトル毎に 1つの Work 実体として同定することができる。それに対して、単
行本は冊子単位で管理されるため、単行本の書籍データから同定する際には manga-title 実
体の同定と類似するステップ（B-1～B-4）を踏まえる必要がある。しかし、B-2を行う際に
manga-title と manga-compilation 実体を見分ける必要がある。本研究では、図 14 が示す
ように、「作品集」や「傑作選」のような manga-compilation 実体の特徴を表す単語
（manga-compilation 特徴語）のいずれかがタイトルに含まれるという条件を付け、その
条件に該当する volume実体をmanga-compilationのManifestation実体としてグルーピン
グする。また、各ライブラリの蔵書の違いにより、manga-compilation 特徴語は異なる可
能性がある。その事例として、京都国際マンガミュージアムの書誌データに含まれる
manga-compilation特徴語について 5章で説明する。 
 
 
図 14 マンガ単行本の書誌データからの Manga-compilationの Work実体の同定 
 
4.2.5 同定されたWork実体間の関係の発見 
本節では、4.1節で述べたステップ3の詳細を述べる。4.2節の最初で述べたように、is carried 
in関係と is a spin-off manga work of関係の発見に必要な情報は、既存のマンガ書誌デー
タの記述が曖昧でまたは書かれていない可能性が大きいと推測した。そして、LOD リソー
スを利用してこれらの実体関係を発見するには、直接的発見と間接的発見という 2 種類の
発見方法を提案する。ここでは、本研究で使われる LODリソースの DBpedia Japanese を
例としてこの 2種類の方法を説明する。 
 まず、DBpedia Japaneseによる is carried in関係の直接的発見について説明する。図 15
が示すように、DBpedia Japaneseにはマンガリソースとマンガ雑誌リソースの関係として、
あるマンガがある雑誌に掲載することを表す「dbpprop-ja:掲載誌」プロパティがある。ま
た、3章の is carried in関係の定義により、「dbpprop-ja:掲載誌」は is carried inとは同義
の関係であることがわかる。このような場合では、図 15が示すようにLODリソースDBpedia 
Japaneseに存在するプロパティ「dbpprop-ja:掲載誌」の主語と目的語を参照し、is carried 
in関係を作成する。 
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 次に、DBpedia Japaneseによる is a spin-off manga work of関係の間接的発見について
説明する。DBpedia Japaneseには is a spin-off manga work of関係と同義するプロパティ
が存在しない。そのため、複数のプロパティを組合せること、もしくはプロパティとその値
を組合せることによる is a spin-off manga work of関係の発見が必要となる。例えば、図 16
では、あるリソースと関連のあるリソースを示すプロパティ「dbpedia-owl:wikiPageWikiLink」
を用いて、マンガ「ONE PIECE」と関連のあるマンガ「チョッパーマン」へ辿れることが
できる。「チョッパーマン」は「category-ja:漫画のスピンオフ作品」という DBpedia Japanese
のカテゴリに分類されており、更にリソースの概要には「ONE PIECE」という単語が出現
している。そのため、マンガ「チョッパーマン」はマンガ「ONE PIECE」のスピンオフ作
品であると判断され、Work階層の対応する実体の間に is a spin-off manga work of関係が
作成される。 
 
図 15 DBpedia Japanese による「is carried in」関係の直接的発見 
 
 
図 16 DBpedia Japaneseによる「is a spin-off manga work of」関係の間接的発見 
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5 同定実験 
5.1 実験データの説明 
本研究では 4 章で示した提案手法の有効性を検証するために、京都国際マンガミュージ
アム（KMM）の OPAC 用データを用いて実験を行った。 
KMMの書誌データは41 個のテーブルで構成されるリレーショナルデータベースに保存
されている。これらのテーブルは雑誌、単行本、著者典拠の 3 つのグループに関する情報
として分類できる。雑誌と単行本のレコードは主に個別資料レベルの情報についての記述
である。本実験では、5000 件の単行本レコード、1107 件の雑誌レコード及び著者典拠レ
コード全般を利用する。また、KMM の書誌データを処理し易くするための前処理を行っ
た。具体的には、単行本のタイトルとサブタイトルについて空白や特殊記号の削除などの
正規化を行い、更に正規化されたデータセットと著者典拠データを結合させた。 
また、Work階層実体の同定及び is carried in関係の発見のために、DBpedia Japanse
を利用する。具体的には、同じリソースの関連を記述している異なる言語で書かれた
Wikipedia 記事を繋がるプロパティ「dbpedia-owl:wikiPageInterLanguageLink」と、マ
ンガのリソースとそのマンガが連載した雑誌のリソースを関連付けているプロパティ
「dbpprop-ja:掲載誌」を利用する。これらの情報を機械的に参照することで、Work階層実
体の同定及び is carried in関係を発見できると考えられる。 
更に、本実験では story 実体を抽出するため、補足の情報リソースとして Wikipedia 日
本語版の本文データ（2013 年 1 月 25 日版）[22] を全文検索システム Apache Solr[23] に
入力して利用した。これにより、Wikipedia の記事タイトル及び記事内容に対し、全文検
索を行えるようにした。Wikipedia の記事は大勢のユーザの編集によって作成されたもの
であるため、全ての記事の記述構造は一定の形に整っていない。一方で、story 実体の
Manifestationに関する情報のような構造を持つ情報の多くは、Wikipedia の記事の中に項
目付きのテーブル、もしくは箇条書きのリストの形で記述されている。そのため本実験で
は、容易に取得可能なテーブルやリストで記述された情報のみをストーリー情報の抽出に
用いた。 
 
5.2 実験 1：マンガ書誌データ中のリソースと LODリソースの同一性判定実験 
実験 1は 4.2.1節で説明したマンガ書誌データ中のリソースと LODリソースの同一性判
定プロセスの有効性を検証するために行った。本節では 4.2.1で述べた手法を含む 3つの手
法で同一性判定実験を行った結果と提案手法の有効性について論じる。その 3 つの手法は
以下の通りである。 
 
 手法 1：4.2.1 で述べた手法。DBpedia Japanese のカテゴリ「Category:漫画作品」
に属するリソースを取得し、標準化された編集距離を用いた同一性判定実験を行う。 
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 手法 2：DBpedia Japaneseの全てのリソースを取得し、標準化された編集距離を用
いた同一性判定実験を行う。 
 手法 3：DBpedia Japanese のカテゴリ「Category:漫画作品」に属するリソースを
取得し、KMMの書誌データの「タイトル」と LODリソースの「ラベル」の完全一
致により同一性判定実験を行う。 
 
また、4.2.1節で述べたように、このプロセスでは、同じマンガに対して書誌データと LOD
リソースの表記揺れによるリソースの発見失敗を回避するため、書誌データの「タイトル」
と LOD リソースの「ラベル」の部分一致による同一性判定ができるようにする。そして、
同一性判定の条件は、両者の標準化された編集距離が定値αより小さい時「タイトル」と
「ラベル」が表すものは同じマンガであるとした。実験 1では、KMMの 5000件の単行本
レコードにある「タイトル」と DBpedia Japanese のリソースの「ラベル」の標準化され
た編集距離を取得した。しかし、目視でチェックしたところαが 0.15 により大きい場合に
誤判定が生じると分かった。そのため、この実験 1ではαを 0.15とした。 
更に事前の目視でチェックしたところ、KMM の 5000 件のサンプルデータと DBpedia 
Japaneseのリソースの両方に共通して存在するマンガの数は 715件であった。3つの手法
による同一性判定結果を表 1に示す 
 
表 1 3つの手法による同一性判定結果の比較 
手法 KMMの タイトル件数 
DBpedia Japanese か
ら取得したリソース件数 
同一のマンガと
判定された件数 正解数 適合率 再現率 
手法 1 2,638 10,980 697 696 1.00 0.97 
手法 2 2,638 1,303,938 1,037 598 0.58 0.84 
手法 3 2,638 10,980 558 558 1.00 0.78 
 
この結果から、手法 1即ち 4.2.1で述べた手法による同一性判定結果は適切であると分か
った。またこれにより、同一性判定のためには、DBpedia Japaneseのカテゴリ「Category:
漫画作品」のようなリソースタイプ及び標準化された編集距離の利用が有効であると判明
した。 
 
5.3 実験 2：manga-titleの Work実体の同定実験 
実験 2は 4.2.2節で説明したmanga-titleのWork実体の同定プロセスの有効性を検証す
るために行った。また、DBpedia Japanse の「dbpedia-owl:wikiPageInterLanguageLink」
という異なる言語で書かれた同じリソースの関連を表すプロパティを利用し、そのプロパ
ティの先にあるリソースのラベルを他言語のタイトルとして取得する。 
まず、サンプルとした KMMの 5000件の単行本レコードに記述された内容に対して、空
白や特殊記号の削除などの正規化を行った。更に、正規化されたデータと KMM の著者典
拠データを結合させた。その後、本実験の第一と第二段階として、4.2.2 節で述べたプロセ
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スの B-1 と B-2 を行った。その結果、5000 件のサンプルレコードから 4976 件の volume
実体が抽出された。また、4976 件の volume 実体から、2686 件の manga-title の
Manifestationを同定した。更に、2609件のmanga-titleの Expression実体を抽出し、2609
件のmanga-titleの Work実体を同定することが出来た。 
 
5.4 実験 3：storyの Work実体の同定実験 
実験 3は 4.2.3 で説明した storyのWork実体の同定プロセスの有効性を検証するために
行った。また、本節で述べた実験はカ[2] を参照している。更に、本節では、4.2.3 節で述
べたように、ステップ C-1 の manga-title の Manifestation 実体のデータから story の
Manifestation 実体を抽出する手法の一例として、KMM の書誌データを用いた story の
Manifestation実体に関する情報の取得手法を説明する。 
まず、KMM の書誌データにおける storyの Manifestation実体に関する情報の記述パタ
ーンについて説明する。KMM の書誌データには、既に storyの Manifestation実体に関す
る情報の 3つの要素の内の 2つである単行本の巻号及び出版情報が記述されている。また、
KMM の書誌データのレコード毎に「サブタイトル」という記述項目が存在する。書誌デ
ータの記述は個別の単行本に対するものであるため、「サブタイトル」の項目は単行本毎に
付けられた「単行本タイトル」と考えられる。一方で、マンガが出版される際に、「ストー
リータイトル」を単行本の「サブタイトル」として付ける場合も多い。この場合、KMM の
項目「サブタイトル」の記述はストーリータイトルであると考えられる。そのため、KMM 
の書誌データの場合、storyの Manifestation実体に関する情報の抽出は項目「サブタイト
ル」の記述パターンに大きく関わると言える。我々は KMM の書誌データの項目「サブタ
イトル」の記述パターンを図 17のように 4つのパターンに分ける。それぞれのパターンを
A、B、C、D と表記する。 
パターン A は、マンガが区切られずまとめて単行本一冊として出版された場合、つまり
manga-title のManifestation実体と volume 実体の関係が 1 対 1 になっている場合であ
る。パターン B、C、D はパターン A と違い、マンガが一冊以上の単行本として出版され
た場合、つまりmanga-title の Manifestation実体と volume 実体の関係は 1 対多になっ
ている場合である。パターン B は、単行本毎に異なるサブタイトルが付けられた場合であ
る。パターン C は、反対に、単行本毎に「サブタイトル」項目に情報が記述されていない
場合である。パターン D は、単行本にサブタイトルが付けられ、異なるサブタイトルの数
が単行本の数より少ない場合である。このパターンに該当する典型的な例として、図 17の
パターン D #a のように、最初の数巻にはサブタイトルが付いていないが、その後の単行本
にサブタイトルが付けられる場合、または、図 17のパターン D #b のように、継続する複
数の単行本に同じサブタイトルが付けられる場合が挙げられる。 
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図 17  KMM の書誌データの項目「サブタイトル」の記述パターン 
 
そして、ここではmanga-title のManifestation実体が持つvolume実体の数をm、volume 
実体に付けられた異なるサブタイトルの数を n として、この 4 つのパターンの特徴を以下
のようにまとめる。 
 
 パターン A：m=1∧m≧n 
 パターン B：m>1∧m=n 
 パターン C：m>1∧n=0 
 パターン D：m>1∧m>n 
 
そして、上述の 4つの記述パターンのそれぞれに対応した storyの Manifestation実体に
関する情報の抽出方法は以下のようになる。 
まず、Work階層のmanga-title実体と story実体の関連は 1対多と定義した。従って、
manga-title の Manifestation実体と volume実体の関係は 1対多でなければならない。そ
のため、パターン A に該当するレコードが表すマンガ作品中には、ストーリーの区切りが
存在しない可能性が高いと考えられる。実際に、パターン Aの場合、storyの Manifestation
実体と volume実体の関連は多対 1である可能性もある。しかし 3.2節で述べたように、こ
の実験はstoryのManifestation実体とvolume実体の関連が1対多のみを対象とするため、
多対 1 の場合を扱わない。またパターン A には、該当する manga-title の Manifestation
実体と関連付ける単行本（volume 実体）にサブタイトルが付いている場合（図 17 のパタ
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ーン A #a）と付いていない場合（図 17のパターン A #b）がある。しかし、パターン Aの
場合では、ストーリー単位を持たないと判断するため、「サブタイトル」の記述は story の
Manifestation実体に関する情報と無関係であると考えられる。 
パターン Bとパターン Cの場合は KMMの書誌データから storyの Manifestation実体
に関する情報を取得できないと考えられる。パターン B は「サブタイトル」項目に記述さ
れた情報を「単行本タイトル」と判断したためである。パターン C は「サブタイトル」項
目に情報が記述されていないからである。この 2つの場合では、4.2.3節で説明した C-1の
ように、改めて Wikipedia から story の Manifestation 実体に関する情報を取得し、
manga-titleの Manifestation実体の書誌情報と組合せ、story実体の体現形を抽出する。 
そして、パターン D の場合、項目「サブタイトル」の記述はストーリータイトルと考え
られるため、KMMの書誌データから storyのManifestation実体に関する情報を取得でき
ると判断する。この場合、文献[3] で示した実験の手法を利用し、KMMの書誌データから、
タイトル、サブタイトル、著者の組を同定キーとして作成し、manga-titleの Manifestation
実体のデータから、storyの Manifestation実体を抽出する。 
最後に、実験の結果について述べる。5.3 節で述べた実験 2 で同定できた 2686 件の
manga-title の Manifestation 実体に対して 4.2.3節で述べた C-1を実行し、本節で述べた
パターン処理を行った。その結果を表 2に示す。このステップにより、17件のmanga-title
の Manifestation実体から、54件の storyの Manifestation実体を抽出した。 
 
表 2 パターン処理の結果 
パターン
表記 
該当するmanga-titleの
Manifestation実体の数 
StoryのManifestation実体の
抽出に成功したManga-titleの
Manifestation実体の数 
抽出した storyの
Manifestation実体
の数 
A 1926 0 0 
B 44 1 3 
C 700 0 0 
D 16 16 51 
 
最後に、4.2.3 節で述べた C-2 を行い、54 件の story の Manifestation 実体から、54 件
の storyの Expression実体を抽出し、更に 54件の storyのWork実体を同定した。 
しかし、筆者の目視による調査で Amazon と Wikipedia のデータを確認した結果、パタ
ーン Bとパターン Cに該当する 744件の manga-titleの Manifestation実体の内、実際に
story実体を持つものが 19件あると分かった。そして、表 2 パターン処理の結果表 2が
示すように、その 19件のmanga-titleの Manifestation実体の内、storyの Manifestation
実体の抽出に成功したManga-title の Manifestation実体の数は 1件（「ジョジョの奇妙な
冒険」）のみであった。 
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5.5 実験 4：manga-compilationの Work実体の同定実験 
実験 4 は 4.2.4 節で説明した manga-compilation の Work 実体の同定プロセスの有効性
を検証するために行った。4.2.4 節で述べたように、KMM の書誌データでは、単行本と雑
誌の情報はそれぞれ独立な書誌データとして記述している。そのため、実験 4 では KMM
の単行本書誌データと雑誌書誌データのそれぞれから manga-compilation の Work 実体の
同定をする。 
まず、タイトル毎に 1 つの Work 実体として同定するために、タイトル単位で記述され
た雑誌書誌データからmanga-compilationのWork実体を同定する。この同定により、1107
件のmanga-compilationの Work実体が同定された。 
そして、5.3節で説明した実験 2で抽出した 4976件の volume実体に対して、volume 実
体のデータからタイトルの中にmanga-compilation特徴語が含むものを取得し、4.2.2節で
説明した B-2 と同じく、取得した実体のデータから、タイトル、叢書名、出版社、著者が
同じものを manga-compilation の Manifestation 実体としてグルーピングする。また、目
視でチェックしたところで、実験4に使われるKMMの書誌データに含むmanga-compilation
特徴語は 12 個であり、それらは「作品集、短編集、傑作選、傑作集、自選、傑作 100 選、
名作集、アンソロジー、大傑作、競作集、選集、特集」である。その結果として、4976 件
の volume 実体から 60 件の manga-compilation の Manifestation 実体を抽出し、更に 60
件のmanga-compilationのExpression実体を識別し、60件のmanga-compilationのWork
実体を同定した。 
 
5.6 実験 5：同定された Work実体の関係の発見に関する実験 
実験 5は 4.2.5節で説明した同定されたWorkインスタンスの関係の発見手法の有効性を
検証するために行った。4.2.5節で述べたように、この実験では DBpedia Japaneseによる
is carried in関係の直接的発見の実験、及び DBpedia Japaneseによる is a spin-off manga 
work of関係の間接的発見の実験を行った。 
DBpedia Japaneseによる is carried in関係の直接的発見の実験結果として、実験 2で同
定できた 2609 件 manga-title の Work 実体と実験 4 により同定できた 1167 件
manga-compilationのWork実体の間、129件の is carried in関係が作成できた。 
そして、DBpedia Japaneseによる is a spin-off manga work of関係の間接的発見の実験
では、DBpedia Japaneseの「Category:漫画作品」に属するリソース（10980 件）からオ
リジナル作品とそのスピンオフ作品のリスト、即ちスピンオフ作品ペアリストを作成した。
DBpedia Japanese の「category-ja:漫画のスピンオフ作品」に属するリソース（112 件）
を目視でチェックしたところで、正解となるスピンオフ作品ペアの数は 100 件である。リ
ストの作成にあたって、以下のような条件付け及びステップを行った（図 16参考）。 
 
i. あるマンガリソース Aが持つプロパティ「dbpedia-owl:wikiPageWikiLink」のレン
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ジになるマンガリソース Bはカテゴリ「category-ja:漫画のスピンオフ作品」に属す
るかどうかを判断する。該当するマンガリソース Bを取得する。 
ii. i で取得したマンガリソース B のアブストラクトの中では、マンガリソース A のタ
イトルが出現したがどうかを判断する。該当するマンガリソース B をマンガリソー
ス Aのスピンオフ作品とし取得する。 
  
その結果、ステップ iにより 179件作品ペアを取得することが出来た、その内全ての正解
ペアを網羅することが出来た。しかし、ノイズも 79件で多く存在している。また、ステッ
プ iiの条件全てのノイズの排除が出来たが、46件の作品ペアしか取得ことが出来なかった。
残りの 54件の正解ペアを検出できなかった。 
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6 考察と課題 
5章で述べた複数の実験により、DBpedia Japaneseのような LODリソースを利用し、マ
ンガの書誌データから FRBR 第 1 グループ実体の同定と実体間関係の発見識別する手法は
有効であることが分かった。しかし、同定・発見できなかった実体と実体関連も多く存在
している。本章では、実験結果をまとめて分析し、本研究の課題について述べる。 
まず、マンガ書誌データ中のリソースと LODリソースの同一性判定実験結果から、4.2.1
節で述べた同一性判定手法、即ち DBpedia Japaneseのカテゴリ「Category:漫画作品」に
属するリソースを取得して標準化された編集距離により同一性判定は有効であると分かっ
た。しかし、KMMの 2638件の単行本タイトルの内、DBpedia Japaneseから対応するリ
ソースを発見出来たのは 696件しかなく、残りの 1942件の発見はできなかった。目視でチ
ェックしたところで、この 1942件は DBpedia Japaneseから対応リソースの発見に失敗し
た原因を調査した。その結果を表 3 に示す。この結果から、DBpedia Japanese から対応
リソースの発見に失敗した原因は主に DBpedia Japanese は対応するリソースがないと分
かった。 
その一方で、DBpedia Japaneseから対応するリソースの発見に失敗した 1942件のタイ
トルの対応するリソースを、日本語Wikipediaオントロジー（JWO）から発見することを
試みた。その結果、失敗したタイトルの内の 12 件に対して JWO から対応するリソースを
発見することが出来た。そのため、DBpedia Japaneseのみならず、DBpedia Japaneseや
日本語 Wikipedia オントロジーなどの複数 LOD リソースを同時に利用することによって、
失敗率が下がる可能性があると考えられる。 
 
表 3 DBpedia Japanese から対応するリソースを発見できなかった原因 
理由 件数 割合
(%) 
DBpedia Japanese には対応するリソースがない 1923 99.02 
DBpedia Japanese から間違ったリソースを発見した 1 0.001 
同じマンガに対してDBpedia 
JapaneseとKMMの記述が
異なっている 
DBpediaにおけるカテゴリが
「Category:漫画作品」ではない 7 0.93 
タイトルの表記揺れ 11 
 
 次に、Story の Work 実体の同定の実験結果を分析する。5.4 節で述べたように、パター
ンBとパターンCに該当し、実際にストーリー単位を持つmanga-title実体のManifestation
は 19 件があるが、その内の 18 件は story 実体の Manifestation の抽出に失敗した。その
原因を分析するため、その 18 件の実体の Wikipedia の記事が「story の Manifestation 実
体に関する情報」を取得可能な条件を満たしているのか、即ちストーリータイトル、出版
情報、ストーリーの区切り情報の 3 つの要素がテーブルやリストのような簡単に情報を取
得できる形式で提供されているかどうかについて調査した。その結果、19件の内16件（84.2%）
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のリソースはWikipediaの記事として存在した。しかし、それらは storyの Manifestation
実体に関する情報を取得するための条件を満たしていなかった。故に、storyのManifestation
実体に関する情報をWikipediaから取得することに失敗し、この 19件のmanga-title実体
の体現形から story実体の体現形を作成することが出来なかった。 
実際に Wikipedia 上で story の Manifestation 実体に関する情報を取得するための条件
を満たす、即ちストーリータイトル、出版情報、ストーリーの区切り情報の 3 つの要素が
テーブルやリストのような簡単に情報を取得できる形式で提供されているリソースの数を
知るための調査を行った。調査結果として、Wikipedia に存在する 11780 件のマンガに関
する記事の内、storyのManifestation実体に関する情報を取得するための条件を満たす記
事の数は 1293件（11.0%）であると分かった。また、要素毎の数は以下の通りである。 
 
 「ストーリータイトル」を含む記事数：2789件（23.7%） 
 「出版情報」を含む記事数：2475件（21.0%） 
 「ストーリーの区切り情報」を含む記事数：2176件（18.5%） 
 
これにより、Wikipediaの記事中には、ストーリー情報がある程度記述されているが数は
少ない、また、たとえ記述されていても機械的に扱いやすい形で提供されているものは少
ないということが分かった。 
その一方で、これらの実験により、Manifestation 階層の manga-title 実体、story 実体
及び manga-compilation 実体から Work 階層の対応の実体を同定した。各層階の実体の数
として、6107 件の KMM のサンプル書誌レコードから、3847 件の Manifestation 階層の
実体（volume実体を除いて）、3830件の Expression階層の実体及び 3830件の Work階層
の実体を同定できた。また、KMMのサンプル書誌レコードには日本語の書誌しか記述して
いないため、Work階層の実体と Expression階層の実体の関係は 1対 1であると適切に発
見出来た。その一方で、本研究では、DBpedia Japaneseから取得した他言語タイトルの正
確率を明らかにするため、Amazonの書誌データを利用して、DBpedia Japaneseから取得
した英語と中国語のタイトルが実際に翻訳版のタイトルとして使われているかどうかにつ
いて調べた。その結果、DBpedia Japaneseから取得した 272件の英語タイトルの内の 83
件は実在する英語版マンガのタイトルであり、172件の中国語のタイトルの内の 13件は実
在する中国版マンガのタイトルであると分かった。 
同定されたWorkインスタンスの関係の発見の場合、実験 1の同一性判定実験でDBpedia 
Japaneseから発見した 696件のリソース中、is carried in関係の直接的発見に必要とされ
るプロパティ「dbpprop-ja:掲載誌」を持つリソースは 280 件でしかなかった。また、5.6
節で述べたように、間接的発見による is a spin-off manga work of関係の作成にあたっては、
大半は取得できなかった。 
これらのことから、本研究における提案手法は、利用した DBpediaやWikipediaなどの
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リソースの情報の豊かさと正確性に大きく影響されることが明らかになった。従って今後、
Web上のマンガに関する情報がより充実し、更にその情報を集約された LODリソースの整備
が求められる。 
また、本研究では、3 章で述べたように、Manifestation 階層の story 実体と volume 実
体の関係を n:mと定義した。しかし、storyの Work実体同定プロセスは書誌データの記述
単位に依存し、Manifestation 階層の story 実体と volume 実体の関係を 1:n である場合の
みの対応に留まる。例えば、一冊の単行本に複数のストーリーが掲載される場合、または
ストーリーの中で更に小さい物語の単位が含まれている場合には対応出来ていない。今後
の課題の一つとして、こうしたパターンに対応できるように提案手法を改善することも挙
げられる。 
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7 終わりに 
電子出版という新たな出版形態の出現は、今まで紙媒体の書籍のような物理的な資料を
主な所蔵資料として扱うライブラリにとって、ディジタルの書籍の管理は難しい。特にマ
ンガの場合では、ディジタルマンガは紙媒体のような物理的なページ数の制限がないため、
作品全体、又は複数の巻の内容を一つのディジタル書籍に収まって出版される場合がある。
そのため、マンガを扱うライブラリにとって、ディジタルマンガと紙媒体のマンガを同じ
管理レベルで扱う必要がある。このような扱いは、本研究の提案手法で作成した書誌デー
タを利用することで実現することが出来ると考えられる。 
本研究は、ユーザのマンガの認知と探索行為を支援するため、DBpediaのような LODリ
ソースを利用し、マンガの書誌データから FRBR 第 1 グループ実体の同定と実体間関係の
発見識別する手法を提案した。京都国際マンガミュージアムに所蔵しているマンガの書誌
データを用いた実験を行い、本手法の有効性を示した。一方で実験の結果から、本手法は
利用した LODリソースの情報の質に大きく影響されることが分かった。今後、既存の LOD
リソースの情報がより充実することが望まれ、Wikipediaのように多くのマンガの情報が一
箇所に集まるオンライン百科事典の増加も求められる。また、一冊の単行本に複数のスト
ーリー単位が掲載されるような他のマンガ作品のストーリー単位のパターンも考慮し、抽
出手法を改善することも課題の一つとして挙げられる。 
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